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議
員

平
成
十
九
年
三
月
に

本
市
で
は
障
害
者
福
祉
に
関

す
る
基
本
的
な
施
策
の
方
向

性
等
を
規
定
し
た
「
平
塚
市

障
が
い
者
福
祉
計
画
（
第
�

期
）
」
を
策
定
し
た
が
、
基

本
と
な
る
理
念
お
よ
び
目
標

を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

本
計
画
は
、

「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
と
も
に
い
き
い
き
と

生
活
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
と
し
、
�
自
立
と

就
労
支
援
・
社
会
参
加
の
促

進
�
地
域
生
活
支
援
の
充
実

�
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境

づ
く
り
の
推
進
の
三
点
を
基

本
目
標
と
し
て
い
る
。

議
員

こ
の
計
画
に
十
九
年

度
か
ら
新
た
に
位
置
付
け
た

主
な
施
策
を
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

高
次
脳
機

能
障
害
や
多
動
性
障
害
等
の

は
ざ
ま
の
障
害
に
関
す
る
啓

発
事
業
等
で
あ
る
。

議
員

こ
の
計
画
で
は
、
療

育
が
必
要
な
子
供
に
対
す
る

支
援
体
制
の
強
化
を
掲
げ
て

い
る
が
、
そ
の
具
体
策
を
聞

き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
で
は

療
育
相
談
室
に
保
健
師
や
社

会
福
祉
士
、
臨
床
心
理
士
等

を
配
置
し
て
、
発
達
障
害
等

の
早
期
発
見
と
適
切
な
療
育

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
十
九

年
度
か
ら
は
、
新
た
に
言
語

聴
覚
士
や
作
業
療
法
士
を
配

置
し
、
ま
た
、
臨
床
心
理
士

に
よ
る
相
談
を
週
四
回
か
ら

週
五
回
に
増
や
し
た
。

議
員

さ
ら
な
る
療
育
支
援

の
充
実
を
図
る
た
め
、
今
後

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

う
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

幼
稚
園
・

保
育
園
職
員
の
実
習
の
受
け

入
れ
回
数
や
幼
稚
園
・
保
育

園
へ
の
職
員
の
派
遣
回
数
を

増
や
す
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

療
育
支
援
に
係
る
人
材
を
育

成
し
て
い
く
。

議
員

社
会
全
体
で
障
害
者

に
対
す
る
差
別
を
な
く
し
、

真
の
平
等
を
目
指
し
た
「
障

害
者
権
利
条
約
」
が
国
連
総

会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
が
、

障
害
者
の
権
利
擁
護
に
関
す

る
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

障
害
者
を

含
む
す
べ
て
の
個
人
の
尊
厳

が
守
ら
れ
る
社
会
を
目
指

し
、
人
権
擁
護
意
識
の
啓
発

活
動
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
観

点
か
ら
知
的
障
害
者
等
に
成

年
後
見
制
度
の
利
用
を
促
進

し
て
い
る
。

議
員

障
害
者
に
対
す
る
介

護
放
棄
や
虐
待
等
に
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か

伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

相
談
支
援

事
業
所
や
児
童
相
談
所
等
の

関
係
機
関
と
連
携
し
て
防
止

し
て
い
き
た
い
。

議
員

核
家
族
化
の
進
行
や
、

就
労
形
態
の
多
様
化
等
に
よ

り
、
保
育
所
へ
の
入
所
待
機

児
童
数
は
年
々
増
加
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
本
市
の

状
況
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

待
機
児
童

数
は
十
六
年
度
末
に
は
一
五

一
人
で
あ
っ
た
が
、
十
八
年

度
に
公
立
保
育
所
の
定
員
数

の
増
加
を
図
り
、
ま
た
民
間

保
育
所
の
建
て
替
え
が
あ
っ

た
た
め
、
平
成
十
九
年
四
月

一
日
現
在
で
は
三
五
人
と
な

っ
て
い
る
。

議
員

今
後
も
待
機
児
童
数

は
増
加
す
る
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
解
消
し
て
い
く

考
え
な
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

保
育
環
境

を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

保
育
所
の
入
所
定
員
の
増
加

や
保
育
所
施
設
の
空
き
ス
ペ

ー
ス
の
活
用
、
ま
た
施
設
の

新
設
も
視
野
に
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員

地
域
に
お
い
て
子
供

が
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
幼
稚

園
と
保
育
所
の
機
能
を
併
せ

持
つ
認
定
こ
ど
も
園
制
度
が

開
始
さ
れ
た
。
待
機
児
童
を

解
消
す
る
た
め
に
も
認
定
こ

ど
も
園
が
創
設
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解

を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
と
し

て
も
認
定
こ
ど
も
園
の
創
設

に
よ
り
待
機
児
童
の
解
消
が

図
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
現

在
、
創
設
に
向
け
て
の
申
請

や
相
談
は
受
け
て
い
な
い
。

今
後
も
関
係
部
署
等
と
の
連

携
を
密
に
し
て
、
認
定
こ
ど

も
園
創
設
に
関
す
る
情
報
を

提
供
し
て
い
き
た
い
。

議
員

高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
尊
厳
あ
る
生
活
を

送
る
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
べ
く
、
本
市
で

は
十
八
年
度
か
ら
市
内
を
八

地
区
に
分
け
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
事
業
を
委
託

し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
の
設

置
基
準
を
伺
い
た
い
。

保
険
年
金
・
介
護
保
険
担
当

部
長
（
以
下
、
介
護
保
険
担

当
部
長
）

一
か
所
当
た
り

の
高
齢
者
人
口
は
六
〇
〇
〇

人
程
度
を
基
本
と
し
、
地
域

性
を
加
味
し
た
。

議
員

委
託
料
は
定
額
で
あ

る
が
、
対
象
者
数
や
高
齢
化

率
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ま
た

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
追
わ
れ
、
総
合
相
談
や

包
括
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
業
務
に
は
手
が
回
ら

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
が
、

事
業
者
へ
の
委
託
料
の
算
定

基
準
を
聞
き
た
い
。

介
護
保
険
担
当
部
長

十
八

年
度
の
委
託
料
は
、
保
健
師

等
の
専
門
職
三
人
お
よ
び
補

助
職
員
の
人
件
費
一
五
〇
〇

万
円
に
事
務
費
を
加
え
、
一

六
〇
〇
万
円
と
算
定
し
た
。

十
九
年
度
は
相
談
件
数
の
増

加
に
伴
う
事
務
増
を
見
込
み
、

一
七
四
〇
万
円
の
定
額
と
し

た
。
二
十
年
度
は
、
十
八
・

十
九
年
度
の
要
支
援
者
数
、

相
談
件
数
な
ど
を
基
に
算
定

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

介
護
保
険
制
度
を
支

え
る
地
域
の
人
材
を
活
用
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

介
護
保
険
担
当
部
長

地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地

域
住
民
、
民
生
委
員
、
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
に
よ
る
包

括
ケ
ア
会
議
の
設
立
を
目
指

し
て
い
る
。
こ
の
会
議
を
通

じ
、
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組

み
の
構
築
が
可
能
と
考
え
る
。

議
員

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
協
議
、
評
価

す
る
運
営
協
議
会
の
構
成
と

地
域
社
会
と
の
連
携
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

介
護
保
険
担
当
部
長

運
営

協
議
会
は
、
医
師
・
歯
科
医

師
等
の
職
能
団
体
や
介
護
保

険
の
被
保
険
者
、
自
治
会
・

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
各

代
表
や
学
識
経
験
者
等
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
諸

問
題
に
つ
い
て
運
営
協
議
会

か
ら
専
門
的
意
見
を
聞
き
、

地
域
と
の
連
携
に
活
用
し
て

い
き
た
い
。

議
員

市
長
は
所
信
表
明
に

お
い
て
、
今
後
も
小
児
医
療

費
助
成
な
ど
の
充
実
を
図
る

と
し
て
い
る
が
、
未
就
学
児

の
医
療
費
完
全
無
料
化
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

現
在
、
医

療
費
の
一
部
負
担
金
導
入
に

つ
い
て
県
が
制
度
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
動
向

に
注
視
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
い
く
。

議
員

現
在
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
つ
ど
い
の
広
場

事
業
を
含
め
、
中
心
街
、
豊

田
、
須
賀
の
三
地
区
に
開
設

し
て
い
る
。
人
口
の
多
い
旭

地
区
に
も
設
置
す
べ
き
と
考

え
る
が
、見
解
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

平
塚
市
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
で

は
、
子
育
て
支
援
拠
点
を
二

十
一
年
度
ま
で
に
三
か
所
設

置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

旭
地
区
も
候
補
地
と
考
え
て

い
る
が
、
現
在
の
支
援
セ
ン

タ
ー
や
つ
ど
い
の
広
場
と
の

位
置
関
係
等
を
参
考
に
決
定

し
て
い
き
た
い
。

議
員

庁
内
の
組
織
体
制
は

子
育
て
に
関
す
る
担
当
課
が

一
本
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「
子
供
部
」
ま
た
は
「
子
供

課
」
を
設
置
す
る
考
え
は
あ

る
の
か
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

市
民
に
分

か
り
や
す
い
組
織
体
制
が
必

要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
の

組
織
見
直
し
の
中
で
、
平
成

二
十
年
四
月
の
実
施
を
目
途

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

障
害
者
の
権
利
擁
護

本
市
の
取
り
組
み
は

高
齢
者
支
え
る
仕
組
み

包
括
ケ
ア
会
議
で
構
築

長
崎
市
長
伊
藤
一
長
氏
が

市
長
選
挙
期
間
中
の
四
月
十

七
日
に
選
挙
事
務
所
前
で
銃

撃
さ
れ
、
死
亡
す
る
と
い
う

凶
悪
な
事
件
が
発
生
し
た
こ

と
は
、痛
恨
の
極
み
で
あ
り
、

強
い
憤
り
を
禁
じ
え
な
い
。

私
た
ち
は
、
こ
の
許
し
が

た
い
行
為
に
対
し
強
く
抗
議

す
る
と
と
も
に
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
亡
く

な
ら
れ
た
伊
藤
一
長
市
長
に

対
し
、
心
か
ら
哀
悼
の
意
を

表
す
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
事
件
は
、
市
民
の

平
和
な
生
活
を
守
る
た
め
に

も
、
政
治
家
や
市
民
の
自
由

な
言
論
活
動
に
対
し
、
凶
弾

に
よ
っ
て
封
じ
よ
う
と
す
る

極
め
て
卑
劣
な
犯
罪
で
、
自

由
と
民
主
主
義
に
対
す
る
重

大
な
挑
戦
で
あ
り
、
断
じ
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

平
塚
市
議
会
と
し
て
は
、

昨
年
成
立
し
た
平
塚
市
自
治

基
本
条
例
に
お
い
て
も
恒
久

平
和
の
実
現
と
基
本
的
人
権

の
尊
重
を
う
た
い
、
自
治
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
市
民
が
安
心
・
安
全

に
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現

を
希
求
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

よ
っ
て
、
我
々
は
、
今
後

と
も
全
市
民
と
と
も
に
、
い

か
な
る
暴
力
行
為
も
許
さ
な

い
社
会
環
境
の
醸
成
に
努
め
、

暴
力
の
な
い
平
和
な
社
会
の

実
現
と
民
主
主
義
擁
護
の
た

め
、
重
大
な
決
意
を
も
っ
て

臨
む
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
十
九
年
六
月
二
十
六
日

平

塚

市

議

会

５
・
１０
各
派
交
渉
会

５
・
１７
各
派
交
渉
会

〃

臨
時
市
議
会

〃

総
務
経
済
常
任
委
員
会

〃

都
市
建
設
常
任
委
員
会

〃

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

〃

教
育
民
生
常
任
委
員
会

〃

議
会
運
営
委
員
会

５
・
２１
議
会
報
編
集
委
員
会

５
・
２５
議
会
運
営
委
員
会

６
・
１
定
例
市
議
会
初
日

〃

議
会
運
営
委
員
会

６
・
１２
定
例
市
議
会
二
日
目

６
・
１３
定
例
市
議
会
三
日
目

６
・
１４
定
例
市
議
会
四
日
目

〃

議
会
運
営
委
員
会

６
・
１５
定
例
市
議
会
五
日
目

〃

平
塚
市
総
合
計
画
特
別

委
員
会

６
・
１９
総
務
経
済
常
任
委
員
会

〃

都
市
建
設
常
任
委
員
会

〃

総
務
経
済
委
員
協
議
会

６
・
２０
環
境
厚
生
常
任
委
員
会

〃

教
育
民
生
常
任
委
員
会

６
・
２１
平
塚
市
総
合
計
画
特
別

委
員
会

６
・
２６
議
会
運
営
委
員
会

〃

定
例
市
議
会
最
終
日

７
・
２
議
会
報
編
集
委
員
会

７
・
１９
議
会
報
編
集
委
員
会

議

会
日

誌

平平
塚塚
市市
障障
がが
いい
者者
福福
祉祉
計計
画画（（
第第
��
期期
））をを
策策
定定

療療
育育
支支
援援
体体
制制
強強
化化
のの
具具
体体
策策
尋尋
ねね
るる

平成１９年３月

増増加加見見込込ままれれるる
保保育育所所のの待待機機児児童童

解消に向けた考え聞く

（�）平成��年（２００７年）�月��日

支援体制の充実が図られた療育相談室

ひらつか議会だより

市
内
８
地
区
の
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問
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暴暴
力力
行行
為為
根根
絶絶
にに
関関
すす
るる
決決
議議

地域包括支援センター（立野町）
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庁庁内内組組織織のの再再編編もも検検討討
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